
本地地域力向上委員会 
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(3) 事業の成果

●部長会で各事業の計画/推進状況を確認し、今後の進
め方などを話し合った。また、各事業の推進状況を確
認するとともに、打合せ議事録の作成を取り纏めた。

●年度初には各事業の計画や予算の取りまとめ作業、
年度末期には各事業の実績報告書作成と、定期総会用
の報告書作成作業を行った。

●コミュニティバスの相談会や打合せを行い、本年夏
頃に午後２便のバスをデマンド方式で試行することに
なった。

●南部集会所に避難誘導灯と非常ブザーを設置し、本
年春頃に防災倉庫を設置することになった。

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　　事務局　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

地域力向上委員会の事務

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

●２ヶ月毎に部長会を開催し、各事業部の進捗状況等
をフォローするとともに、各事業部会の活動が円滑に
行えるようバックアップした。

●買物難民対策として瀬戸市役所関連部署とコミュニ
ティバス(本地線)の運行方法ついて打合せを行った。
・事務局が窓口となり、環境交通部会や民生委員など
に声をかけて打合せを実施した。
・打合せは「バロー瀬戸西店への買物する場合の利便
性向上」を議論した。

●瀬戸市消防本部と南部集会所の災害避難場所指定に
向けて打合せを行った。

買物難民対策（コミュニティバス）

部⾧会

各事業部会 打合せ

瀬戸市役所によるコミュニティバス相談会の様子

本地
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　防火・防犯部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　防災訓練

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●防災訓練の実施日と実施場所
　および（参加町数と参加人数）

 8月27日:①南部集会所…自主防災訓練
　（坂上地区７町内、参加者：７０人）

 9月17日:②本地会館…自主防災訓練
　（会館地区５町内、参加者：４０人）

　10月 1日:③原山集会所…自主防災訓練
　（原山地区５町内、参加者：４７人）

　11月19日:④瀬戸市民総ぐるみ防災訓練
　（本地地区全体、参加者：８４人）

●本年度も本地地区を下記３つのエリアに分けて、自
主防災訓練を実施した。

①南部集会所　②本地会館　③原山集会所

※自主防災訓練では関係町内住民全員を対象に、自宅
での地震避難訓練と安否確認用タオル掲示行動の訓練
などを実施し、町内会長や防災リーダー・関係者は上
記訓練後各拠点に集合し、初期消火・ＡＥＤ操作・応
急処置や被災者の救助訓練を実施した。

※自主防災訓練は、毎年継続して実施しているので、
地域住民の防災意識も向上し、防災訓練方法なども定
着している実施できている。

●瀬戸市民総ぐるみ防災訓練は、本地の町内会長や防
災リーダー他が参加し幡西小学校で訓練を実施した。

③原山集会所

①南部集会所 ②本地会館

④市民総ぐるみ幡西小

①南部集会所の訓練 ②本地会館の訓練

③原山集会所の訓練

④市民総ぐるみの訓練

本地
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　防火・防犯部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

防犯パトロール

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●防犯パトロールの実施日と実施場所
　　　および（参加町数と参加人数）

①10月22日：南部集会所周辺
　　　（坂の上地区７町内、参加者：５２人）

②12月17日：本地会館周辺
　　　（本地会館地区６町内、参加者：２７人）

③2月11日：原山地区周辺（ＤＣＭカーマ駐車場）
　　　（原山地区５町内、参加者：２６人）

●本年度も本地地区を下記３つのエリアに分けて、周
辺地区の防犯パトロールを実施。

　①南部集会所　②本地会館　③原山地区

※町内会長・関係者が上記各拠点に集合し、周辺地区
の防犯パトロールを実施した。

※防犯パトロールを継続して実施しているので、地域
住民の防犯意識が向上している。

①南部集会所周辺 防犯パトロール

①南部集会所周辺パトロール

②本地会館周辺 防犯パトロール

②本地会館周辺パトロール

本地
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　子育て・福祉部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

健康教室＆サロンの開催

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●健康教室開催により、いつまでも自分で動ける体力
づくりの機会と場所を提供することができた。
●コロナが少し落ち着いてきたので、参加者が密にな
らないよう、注意を払いながら健康教室を開催した。

●スマホ講習会はＡコースとＢコースを設定し、２日
間に分けて実施した。
Ａコース(１日目)：カメラ基本操作とＱＲコード操作
Ｂコース(２日目)：ＬＩＮＥ操作
その結果、スマホのカメラやＬＩＮＥ操作を学習する
ことができた。

●毎月１回健康教室を開催した。
　開催場所：本地会館
　開催日時：毎月第２火曜日（１０時～）
　参加人数：約１５名／回
　※サロンはコロナ禍のため中止した。

●瀬戸市役所関連部署・(ＮＰＯ法人)デジサポと連携
し、シニア世代を対象にスマホ講習会を開催した。
　開催場所：本地会館
　開催日時：９／１４(１回目)、９／２８(２回目)
　参加人数：２３名（１回目:13名､２回目:10名）

健康教室の活動様子

スマホ講習会

スマホ講習会の活動様子

健 康 教 室

本地
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　広報部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

「ほんじニュース」の発行

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●ほんじニュース１４号」掲載内容は以下の通り
　 表　紙：「紙すき体験学習」の様子
　２ページ：自治会委員の委嘱式
　　　　　　春・夏の交通安全監視活動の紹介
　３ページ：地区防災訓練の紹介
　　　　　　秋の例大祭と本地会館祭り開催の案内
　４ページ：紙すき体験学習開催の紹介
　５ページ：ゴミ一掃大作戦の活動紹介
　　　　　　「資源ごみ回収」運用状況の報告
　６ページ：本地友の会と本地地区社協および
　　　　　　本地物語

●ほんじニュース１５号」掲載内容は以下の通り
　 表　紙：「本地会館祭り」の様子
　２ページ：本地会館祭り開催の紹介
　３ページ：春・夏の交通安全監視活動の紹介
　　　　　　秋の例大祭(本地八幡社)の紹介
　４ページ：資源ごみ回収活動報告
　　　　　　・回収収益の町内会へ還元
　　　　　　・回収拠点の環境整備
　５ページ：スマホ講習会、防災訓練開催の紹介
　６ページ：本地会館利用の団体とサークル紹介
　　　　　　および本地物語

下記日程で「ほんじニュース」発行を計画し、原稿の
作成・印刷・配布した。

９月１８日「ほんじニュース１４号」を発行
　　　　　　　　　→本地地区全戸へ配布した。

１２月１８日「ほんじニュース１５号」を発行
　　　　　　　　　→本地地区全戸へ配布した

４月１８日「ほんじニュース１６号」を発行予定
　　　　　　　　　→原稿作成中

ほんじニュース１４号

ほんじニュース１５号

１４号発行 １５号発行

本地
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　環境・交通部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

ゴミのポイ捨て一掃大作戦

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

１．「ゴミ一掃大作戦」を、下記３ヶ所で実施した。
　①5/14：本地会館周辺(参加者：34名)
　②10/22：西原・高根地区周辺(参加者：79名)
　③3/4：南部集会所周辺(参加者：58名)

２．小学校の夏休みに「紙すき体験学習」を本地会館
で開催した。
　参加者：小学生１７名、保護者９名

３．地域力で設置運用している資源ゴミ回収ＢＯＸ周
辺に防草シートを貼ったり草刈りなどを行い、環境を
整備した。

１．毎年本地地区の各町内住民が参加し、ポイ捨ての
ゴミ回収活動を実施しているので、環境美化の意識が
向上しゴミのない環境を維持できている。

２．「紙すき体験学習」紙を水に溶かして紙すきでハ
ガキを作る工程を体験することにより、資源ごみのリ
サイクル工程を学習することができた。

３．「資源ゴミ回収ＢＯＸ」の設置拠点を整備するこ
とにより、資源ゴミの持込みの環境を改善できた。

＊「ゴミのポイ捨て防止・資源ごみ回収によるゴミの
減量・紙すき体験学習で子供たちに資源環境の意識づ
け」により、ゴミ関連活動の浸透・意識向上を図れ
た。

ゴミ一掃活動
（高根・西原）

紙すき体験学習の様子

（本地会館） （高根・西原）
ゴミ一掃活動の様子

ゴミ一掃活動
（南部集会所）

紙すき体験学習開催
回収ＢＯＸ周辺の整備
（防草シート貼り）

本地
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　環境・交通部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

花いっぱい運動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

１．瀬戸の西の玄関を花で飾ろう！をスローガンに
「花いっぱい運動」を展開・活動した。

 実施場所：国道３６３沿線の賛同事業所など６ヶ所
 　➊支留比亜珈琲　本地店様
 　❷おおの耳鼻咽喉科クリニック様
 　➌資源ゴミ回収ステーション
 　❹本地会館
 　❺ネッツトヨタ中京㈱　瀬戸店様
 　❻日産プリンス名古屋販売会社　瀬戸店様

２．「花いっぱい運動」の一環として、南部集会所の
花壇を整備した。

１．１１月に「花いっぱい運動」用の花苗を購入し、
本運動の活動賛同事業所へプランターを設置し、水や
りなどをお願いした。
＊冬から春までのプランター設置期間中、できるだけ
花が長く咲き続けるよう、地域力の環境部会メンバー
で、花苗に施肥して手入れなど行った。

２．環境部会メンバーで、南部集会所の花壇を掘りこ
して水仙やパンジーなどを花苗を植えこんだ。

「花いっぱい運動」を活動することにより、地域の方
に環境美化への関心を持ってもらえている。

❶
❷

❸

❹

❺ ❻

南部集会所の花壇整備の様子

南部集会所の花壇

本地
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　地域交流部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

あいさつ運動と地域コミュニケーション向上活動

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●地域コミュニケーション向上を目的に、本年度も
「親子ボーリング大会」を計画して実施した。

●毎月[５]のつく通学日の登校時間に、登校児童や通
行人に対して「あいさつ」を行う運動を、通学路の１
０ヶ所で実施した。

●常設の｢あいさつ運動｣"のぼり旗"劣化状況を確認し
て、劣化している旗を交換することにした。

●親子の絆や若い子育て世代間の親睦を図ること目的
に親子ボーリング大会を計画・募集した結果、４８名
の応募があり、３月２４日東名ボールで盛大に大会を
開催することができた。

※今後も本地地域の若い世代の活動・活性化の手助け
として、同様の地域交流のイベントを計画して推進す
る。

●登校児童へ”おはようございます！”などの声掛け
をする「あいさつ運動」を実施した。

※登校児童とあいさつを交わすことにより、子ども達
も元気にあいさつを返すようになっている。

●劣化した「あいさつ運動」の“のぼり旗”を
地域交流部会で新しい“のぼり旗”に交換中。

あいさつ運動の様子

親子ボーリング 大会
受付風景

あいさつ運動

のぼり旗

親子ボーリング大会の様子

本地
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第８号様式 別紙１  

 

(1) 事 業 の 名 称

グループ名（　地域交流部会　）

事　　業　　実　　績　　調　　書

(4) 事業の実施における問題点や課題

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

「卓球教室」の開催

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●小学校や中学校が休みとなる土曜日や日曜日に、
　卓球教室を開催した。
　また春休み・夏休み・冬休みも開催活動した。

　開催月：　４月　５月　６月　７月　８月　９月
　回　数：　４回　４回　４回　３回　４回　４回

　開催月：１０月１１月１２月　１月　２月　３月
　回　数：　３回　４回　３回　４回　４回　５回

　開催場所：本地会館

●年間を通して卓球教室を開催しているので子供達の
レベルアップが計れている。

●子供達に運動ができる場所を提供することができて
いる。

●練習を通じて、子供達間でコミュニケーションがと
れている。

※教室の運営・卓球の練習に支障がでないよう、練習
用の卓球玉の補充を行った。
※練習のマンネリ化、卓球のレベルアップを図るため
に、外部に技術指導を頼んだ。

卓球教室②卓球教室①

卓球練習の様子①

卓球練習の様子②

卓球教室③

本地
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水野地域力向上委員会 
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水野
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水野
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水野
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水野
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水野
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水野
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水野
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水野
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水野
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水野
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水野
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水野
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山口も～やっこ地域力協議会
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(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　も～やっこ祭　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

盆踊り

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載）

(3) 事業の成果

山口連区で実施する「も～やっこ祭」は、新旧住民・世代間の交流の場と位置付け、７

月２９日（土）山口公民館内及び公民館付属グラウンドにおいて、盆踊り、屋台村および

縁日を中心とした夏祭りを企画実施したところ、推定３，０００人の来場者で賑わった。

も～やっこ祭は、山口も～やっこ地域力協議会の中に「も～やっこ祭実行委員会」を設

置し、夏イベントについては、５月９日に第１回実行委員会を開催し、７月１３日第４回

感染症の流行や酷暑によるスタッフや参加者への精神的・身体的な負担など、予測がで

きない状況の中で、イベントを企画することの難しさがあり、様々な状況を想定しながら

企画・立案をどのようにしていくかが課題である。

４年ぶりの夏祭り実施において、大勢の来場者が一様に楽しんでいたことから、開催目

的を達成したものとする。

また、地域力構成各団体から参加している１８０人のスタッフ間にもイベント成功に向

けて協力しあう連帯意識を醸成したものと考える。
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(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　も～やっこ祭　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

区民交流イベント

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載）

(3) 事業の成果

今年度のも～やっこ祭秋イベントは、１１月５日(日)山口公民館および付属グラウンド

において、午前１０時から開始し、地域力構成団体によるそれぞれの催しが実施された。

推定１，５００人の来場者で会場は大いに盛り上がりを見せた。準備は８月２４日から１

０月２６日までに４回の実行委員会にて審議を進め、開催実施に至った。

夏イベントと秋イベントの２部制にしたことにより、夏と秋間の準備期間が短く、各

団体ともその取り纏めに苦慮している。

昨年度から来場者やスタッフの酷暑による体調面を考慮し、７月には夜間の盆踊りを、

１１月には昼間のイベントを実施する２部制に変更している。

新しくコーナーイベントとして、「区民参加ステージ」を実施し、太鼓演奏やダンス

が披露された。

山口

197



(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　も～やっこ祭　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

祭事務局

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

事業の内容

・も～やっこ祭を企画立案する実行委員会の運営及びも～やっこ祭の予算管理を行

い、地域住民が結束して開催する地域の最も大きなイベント（夏イベント、秋

イベント）二つのも～やっこ祭を実施した。

・実行委員会については、夏・秋イベントを通じ９回開催し、地域力構成団体間

の事業内容の調整を図りながら、夏秋のイベントに多くの来場者のもと、地域活動

の盛り上げができた。

・委員間の連絡調整のために、携帯電話情報アプリＬＩＮＥグループを作成運用

し、催事開催における情報共有を図った。

今年初めて夏・秋イベントの２部制の二つのも～やっこ祭を実施した。それによ

り実行委員会に多くの審議が必要であったが、開催にかかるスケジュール組み立て

を最初から提示したことで、効率的審議を図り、委員会開催を９回に削減した。

（昨年度１２回開催）

二つの本祭実施において、新旧住民や世代間の交流が深められたこと、及び祭の

企画、準備及び実施の段階でのスタッフ間の意思疎通や交流が図られた。
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第８号様式 別紙１

(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　広報やまぐち編集委員会　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

広報やまぐち発行

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

第９０号 令和５年４月１５日３３００部発行 A4版１２ページ

記事内容 役員就任挨拶、各団体の事業報告と予定、防災訓練予告・年度行事計画

第９１号 令和５年７月１４日３３００部発行 A4版８ページ

記事内容 も～やっこ祭案内、各団体事業報告

第９２号 令和５年１１月１５日 ３３００部発行 A4版８ページ

記事内容 も～やっこ祭結果、各団体事業報告

第９３号 令和６年２月１５日 ３３００部発行 A4版８ページ

記事内容 二十歳を祝う会、各団体事業報告、青パト隊員募集

各家庭へ地域内の情報を届けるための有効方策としている。

デジタル社会の進展の中で、本誌における広報体制を将来的にSNSを用いた伝達方法に移

行することとして委員会で検討を始めている。
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(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　防災事業　　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

防災事業

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

●令和５年６月１８日(日)午後５時から、第１回山口連区防災訓練を実施した。

自治会加入全世帯を対象に、安否確認訓練を実施した。参加世帯２，１２０世帯

●令和５年１１月５日(日)山口公民館グラウンドにおけるも～やっこ祭秋イベントにおい

て、煙体験ハウスによる防災啓発を実施した。参加者約５００人

●令和５年１１月１９日(日)午前８時から、第２回山口連区防災訓練を実施した。

自治会加入全世帯を対象に、安否確認訓練を実施した。参加世帯２，１２０世帯

また午前９時から、幡山東小学校のグラウンドおよび体育館を使用して、地域力協議会ス

タッフの協力を得て、避難所開設訓練を実施した。避難所開設から避難者収容までの初期

対応を市防災支援員とともに実践した。参加人員１１９名

安否確認訓練を経年継続実施する中で、この意義「地域を地域住民で守る」が今だに

浸透していないと感じる。機会を捉えて更なる啓発活動を実施する。

「安否確認訓練」では、安否札掲出世帯と声掛け確認世帯を合わせた安否確認率79.4％と

昨年よりも増加している。しかし声掛け確認も併せてすべての世帯の安否が確認されるこ

とが重要と考える。

避難所開設訓練では、スタッフの役割分担を明確にすることで、混乱なく実施できること
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(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　買い物支援プロジェクト委員会　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

買い物移動支援「やまぐちの孝行息子」運行

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

山口地域で、乗用車を利用できないために買い物に行けずに困窮し

ている高齢者等に、ボランティアドライバーが自らの自家用車を提供

して、市内のスーパーマーケットに送迎するシステム「やまぐちの孝

行息子」を令和５年度は４月１２日から３月１３日までの毎週水曜日、

合計４６日運用した。

広報手段として、チラシの全戸配布（自治会加入世帯）を実施した。

ボランティア運転手登録は１３名で乗務シフトを組んで１日２車両で運行した。

４６日間のシステム利用者は、延べ５４５名となった。

本事業は、自家用車を提供していただけるボランティアドライバーの確保が事業継続

の障害となることは明らかであり、この事業のイメージアップと継続募集が大切である。

また、地域内に未だこの活動が浸透していないとも考えられることから、本システムの

利用促進PRが必要である。運用面では、ドライバーの始業時の健康管理や安全運行技能

講習の実施を検討している。
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(1) 事 業 の 名 称

(4) 事業の実施における問題点や課題

事　　業　　実　　績　　調　　書

グループ名（　協議会事務局　）

　事業内容（必要に応じて欄の大きさを変えてください。）

協議会事務局

(2) 事業内容・結果（実施場所、方法、参加人数等を具体的に記載。）

(3) 事業の成果

実施内容

協議会及び役員会において、地域力協議会の行う事業を提案、審議し、実施効果

を検証する。

実施結果

今年度に予定した事業をすべて実施した。

これまで実施してきたアクションプランを見直しながら、地域にとって有効な実施

方策を検討する必要がある。

予定した事業を滞りなく実施できたことは、次年度の参考にもなり有意義となっ

た。
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東明地域力向上推進委員会 
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